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１．研究概要（目的・狙いなど） 

大阪 IRにおいてカジノが成功するため方法、収益の向上、治安の安定を図る。 

 

 

 

２．研究テーマの現状分析（歴史的背景、マーケット環境など） 

大阪 IRが成功するためには２つの課題を解決させることが必要である。 

収益の向上において、まず、集客を行う。ホテルや他のエンターテイメント施設を整備し、国内外からの集客を

行うことで、カジノにも足を運んでもらう。大阪の伝統の文化や、大阪にしかないものとのコラボで集客を目指

す。外国人の入場無料などのキャンペーンを行う。 

治安の安定を図るために、ギャンブル依存症をなくすことにおいて、国は IR実施法の規制や自治体は相談、支

援の強化、青少年への対策を行なっている。また、マイナンバーで日本人のギャンブル依存症を抑え、外国人か

らの収益を上げる。 

 

 

３．研究テーマの課題 

カジノを大阪で成功させるために避けて通れない課題はギャンブル依存症である。ギャンブル依存症とは欲求

に自己コントロールが効かなくなる病気である。日本国内は諸外国と比べて約２〜３倍の数値になっており、国

内成人の 3.6％がギャンブル依存症というデータが出ている。 

 

 

 

 



４．課題解決策（新たなビジネスモデル・理論など） 

ギャンブル依存症という問題を解決する二つの施作を行う。一つめは年齢制限を設ける。日本では 20 歳からの

入場とする。二つめは所得による制限を実施する。マイナンバーを用いて利用回数と利用金額を一律化させ、日

本人の自己破産を防ぐ。外国人はパスポートの提示で入場料無料にする。入場料を無料にすることで外国人の利

用を促進させ、収益の UPも図る。 

また、専門医療機関の増設や青少年への対応を行うことでもギャンブル依存症を抑制する。具体的に説明する

と、学校の授業内で依存症予防に有効な知識の提供をする。さらに、街中での青少年へのビラ配り等を禁止する。 

これらの施作から依存症を抑制しようと考えている。 

 

５．研究・活動内容（アンケート調査、商品開発など） 

マイナンバー取得率の調査。 

 

 

６．結果や今後の取り組み 

 収益の向上を目指すために大阪の伝統文化や大阪にしかないものとのコラボレーションで集客率 UP を目指す。

例えば、吉本新喜劇やユニバーサルスタジオジャパンとのコラボレーションを図る。 

 また、ホテルの他に映画館などのアミューズメントパークを整備し、国内外からの集客を集めることで、カジノ

にも足を運んでもらう。 

 

 

７．参考文献 

 大阪の IR誘致ー大阪市 

https://www.city.osaka.lg.jp/irsuishin/page/0000409560.html (参照 2019.9.21) 

 厚生労働省 2018 

https://www.mhlw.go.jp/index.html (参照 2019.９.28) 

 

 

 

●パワーポイント内に動画を使用されている場合、動画を使用しているスライドのページをご記入ください。 

なし 

 

 

●発表時に使用する成果物 （例．商品化した●●、店舗で配布したパンフレット、調査に使用したアンケート） 

なし 

 

【企画シート作成上の注意】 ※「第 10 回 西日本インカレ（合同研究会）大会参加要項」も合わせてご確認のうえ、企画シートの作成を行ってください。 

・本企画シートは審査の対象となり、予選会・本選の前に、審査を行っていただく大学教員・企業の方々に事前にお渡しいたします。 

・本企画シートは、「日本語」で書かれたものとし、1 チーム・1 点提出してください。また、翌年３月に公開予定の「日経ビジネス電子版」にリンクされた特設サイトに掲載されます。 

・本企画シートの項目に沿って、ご記入をお願いいたします。各項目に文字数制限はありませんが、1~7 以外の項目を追加することは「不可」とさせていただきます。 

・本企画シートは、作成上の注意を含め、4 ページ以内に収めてください。事務局から審査員に渡す際は、A4 サイズでプリントし、4 ページ目までをお渡しします。 

・大会参加申込み時点から、チーム編成の変更（チームの人数・交代など）は、｢不可｣とさせていただきます。ただし、チームメンバーの留学等やむを得ない事情でチーム編成に変

更が生じる場合は、西日本インカレ事務局にご連絡ください。事務局より手続きについてご連絡をさせていただきます。なお、参加申込書提出時からのチーム名変更は「不可」とさせ

https://www.city.osaka.lg.jp/irsuishin/page/0000409560.html
https://www.mhlw.go.jp/index.html


ていただきます。 

・商品写真、人物写真、音楽などを掲載・利用する場合、必ず著作権、版権の使用許諾を得てください。日経 BP 社・日経 BP マーケティングは一切の責任を負いません。 

・書籍や新聞等の文献から引用した場合は、出典先（使用した文献のタイトル・著者名・発行所名・発行年月など）を明記してください。統計・図表・文書等を引用した場合も同

様に明記してください。また、Web サイト上の資料を利用した場合は、URL とアクセスした日付を明記してください。 

・発表時に使用する成果物がありましたらご記入ください。記入がない成果物は大会当日使用することができません。また記入いただいた内容について、事務局から代表者の方に確

認をさせていただく場合がございます。 

・電話番号や住所などの個人情報は記載しないでください。 

                                                                                                         

↑ここまでを 4 ページ以内に収めて、提出してください↑ 

 


